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安芸市上下水道事業経営審議会会長 様

安芸市長 西内 直彦

今後 の水道事業経営 について(諮 問)

このことについて、安芸市上下水道事業経営審議会条例第1条 の規定に基づ き設置 された貴審

議会 に、下記の事項 について諮問いた しますので、 ご審議 いただきますようお願 いいた します。
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1諮 問事項

今後の水道事業経営 について

(1)水 道料金のあ り方 について

(2)そ の他経営 に関する諸課題等について

2諮 問の趣 旨

安芸市 の水道事業は、昭和27年 に創設 され拡張事業 を経 て、令和7年 度末現在給水件数8,213

件、給水人口14,708人 、年間有収水量1,755,624㎡ となってお り、創設以来、市民の皆様の生

活環境の向上 と公衆衛生の保持 に不可欠な ライフライ ンとして、安全で安心な水の安定供給 に

努めてまい りま した。

一方で
、水道事業経営 においては、現 時点では収益的収支は黒字経営 を続けてお り、概 ね良

好であると言えますが、人 口減少 に伴 う給水収益の減少に加 え、南海 トラフ地震対策 を見据 え

た新水源構築や、老朽施設 ・管路の更新 な ど、水道事業を取 り巻 く経営環境は、年 々厳 しさを

増 してお ります。

本市の水道料金 につきましては、持続可能な経営を目指 し、 これまでも業務 の効率化 や コス

ト削減等の経営努力を重ねてまい りま した。 しか しなが ら、令和7年3月 に改定 した 「安芸市

水道事業経営戦略」に基づ く投資財政計画 によれば、現行の料金体系のままでは、令和10年 度

には収益的収支が赤字に転落 し、将来 にわた り安定的な供給体制 を維持す ることが困難 にな る

見通 しであることから、水道事業経営 について検討す る必要があ ります。

つきましては、市民生活への影響にも十分配慮 しつつ、 中長期的な視点から、適正な水道料

金等は どのよ うにあるべきか、様 々な観点か らご意見をいただ きた く、安芸市上下水道事業経

営審議会条例 に基づ き諮問いた します。


